
 

 

三
月
三
日 

 
 
 

遠
藤
但
馬
守
殿 

 
 
 
 
 

大
目
付
江 

海
岸
防
禦
之
為
此
度
諸
國
寺
院
之
梵
鐘
本
寺
之 

外
古
来
之
名
器
及
当
節
時
之
鐘
ニ
相
用
候
分 

相
除
其
餘
可
鋳
換
大
砲
小
銃
之
旨
従
京
都
被 

仰
進
候 

海
防
之
義
専
御
世
話
有
之
候
折
柄 

叡
慮
之
趣
深
ク
御
感
戴
被
遊
候
事
ニ
候
間
一
同 

厚
相
心
得
海
防
筋
之
義
弥
可
相
励
旨
被 

仰 

出
候 

尤
右
之
趣
諸
寺
院
江
者
寺
社
奉
行
ゟ
申
渡 

候
間
被
得
其
意
取
斗
方
等
委
細
之
義
者
追
而
可
相 

達
候 

右
之
通
被 

仰
出
候
間
向
々
江
不
洩
様
可 

被
達
候 

 
 

三
月 

其
村
々
寺
院
梵
鐘
寸
尺
相
認
御
取
上
ニ
付
差
支
無
之 

段
書
付
取
調
来
月
十
五
日
迠
不
洩
様
右
寺
院
持
参 

可
差
出
候 

尤
寺
院
無
之
村
方
者
其
段
書
付
可
差
出
候 

此 

廻
状
早
々
順
達
従
留
村
可
相
返
も
の
也 

（
安
政
三<

一
八
五
六>

年
）
辰
二
月
廿
三
日 

 

 
 
 
 
 
 

川
浦
御
役
所 

川
浦
村
外
村
々 

海
岸
防
御
の
た
め
、
諸
国
寺

院
の
梵
鐘
を
、
本
寺
の
鐘
、
名

器
、
時
鐘
を
除
い
て
大
砲
や

小
銃
に
鋳
換
せ
よ
と
京
都
か

ら
仰
せ
が
あ
っ
た
。
海
防
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
天
皇
の

考
え
は
あ
り
が
た
く
、
全
員

そ
れ
を
わ
き
ま
え
て
励
む
よ

う
に
と
の
仰
せ
だ
。 

も
っ
と
も
寺
院
へ
は
寺
社
奉

行
か
ら
指
示
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
取
り
計
ら

い
、
詳
細
は
追
っ
て
指
示
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
遺
漏
な

く
周
知
す
る
よ
う
に
。 

 

三
月 

村
の
寺
院
の
梵
鐘
の
サ
イ
ズ

を
確
認
し
、
取
上
げ
に
差
支

さ
し
つ
か

え
な
い
か
を
調
べ
、
来
月
15

日
ま
で
に
提
出
し
な
さ
い
。

尤
も
っ
と

も
寺
院
の
無
い
村
は
、
そ

の
旨
を
提
出
し
な
さ
い
。
こ

の
廻
状
は
急
い
で
順
送
り
し

て
最
後
の
村
は
返
却
し
な
さ

い
。 

 

川
浦
役
所
か
ら 

 

川
浦
村
を
は
じ
め
村
々
へ 

Ｂ
：「
梵
鐘
御
触
書
写
取
」（
平
野
団
三
家
文
書
：
平
野 

宏
氏
所
蔵
） 

「
川
浦
村
」
は
、

三
和
区
に
あ
り
ま

し
た
。 


